
　関西・大阪を拠点に活躍する優れたアーティストを紹
介し、アーティスト支援の輪を広げることを目的に開催さ
れる「アート・アセンブリー（関西・大阪21世紀協会主
催）」。第8回を迎えた今年は、平成27年度大阪文化祭賞
優秀賞を受賞した佐々木美智子バレエ団と、同奨励賞を
受賞した歌舞伎俳優の中村壱太郎さんを招き、日本と西
洋の舞台芸術の粋が披露された。
　中村壱太郎さんは中村鴈治郎さんの長男で、母は日
本舞踊吾妻流宗家の吾妻徳穂さん。2014年には吾妻徳
陽として七代目家元を襲名し、近年は映画での振付の創
作やラジオのパーソナリティーなどでも活躍する歌舞伎
界・日本舞踊界の若きリーダーとして注目されている。
アート・アセンブリーでは、長唄舞踊「七福神」を披露し、
80人を越える参加者を魅了した。
　佐々木美智子バレエ団は、1979年に東大阪市でスタ
ジオを開設し、98年にバレエ団を結成。以来、毎年公演
を行い、2003年度文化庁芸術祭優秀賞をはじめ、国内外
の数々のコンクールで入賞し、優れたダンサーを数多く
輩出して国際的にも高く評価されている。今回は、「ドン・
キホーテ」や「白鳥の湖」などのクラシックに加え、アニメ

「アルプスの少女ハイジ」「ルパン三世」などで構成した
プチ・ガラコンサートを披露。会場は華やかで愛らしい
雰囲気に包まれ、参加者はダンサーの息づかいを間近
で楽しんだ。

　また、当協会専務理事の佐々木洋三
の司会で、中村壱太郎さんと同バレエ
団を主宰する佐々木美智子さんによる

「West meets East 愛の表現者たち」と
題するトークショーもあり、歌舞伎とバ
レエの愛情表現や、舞踊としての共通
点や相違点、指導法などが紹介された。
壱太郎さんは歌舞伎の愛情表現につい
て「愛し合う男女が死んで一緒になるこ
とで幸せになる」と心中物について紹
介すると、佐々木さんは「歌やセリフの
ないバレエでは、愛憎はマイム（所作）
で表現する」と、身振り手振りを交えて
解説。「日本舞踊は重心を下げてすり足

で動き、バレエは重心を上げてつま先立ちで動くという
大きな違いがあるが、体幹が揺るがないのはどちらも同
じ。日舞は狭い空間で静か
な動きで〈間〉の美しさを
見せるが、バレエは舞台の
端々まで使って大きく激し
く動き回る（佐々木さん）」

「日舞もバレエも、長い歴
史のなかで培われ 、先輩
方が受け継いでこられた。
その至芸の魅力を多くの
方に楽しんでほしい（壱太
郎さん）」と会話が弾み、参
加者は普段直接聞く機会
がない話に、興味深く聞き
入った。終演後は交流会が
開 催され 、参 加 者 は 出 演
者と直接ふれあい、さまざ
まな話題に花を咲かせ会
話を楽しんだ。

出演者とともに

中村壱太郎さん

佐々木美智子バレエ団

左から佐々木洋三、中村壱太郎さん、佐々木美智子さん
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中村壱太郎（歌舞伎俳優）・佐々木美智子バレエ団
2017 年 2月8日・クラブ関西

文化力ニュース

・片岡松十郎・片岡千壽・片岡千次郎
   第二回あべの歌舞伎「

そ
晴

ら
の会」における片岡松十郎・片岡千壽・

   片岡千次郎の成果
・大阪女優の会
   「あたしの話と、裸足のあたし」の舞台成果

・地主薫バレエ団   奥村 唯
   「人魚姫」の演技

・関西歌劇団
   関西歌劇団第98回定期公演「皇帝ティートの慈悲」の成果  
  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略）

■奨励賞（副賞5万円）

　大阪府内で開催された全公演の中から、とくに優れた成果
をあげた人や団体を顕彰する大阪文化祭賞（主催：大阪府、
大阪市、関西・大阪21世紀協会）。53回目を迎えた今年度
は、「伝統芸能・邦舞・邦楽」「現代演劇・大衆芸能」「洋舞・
洋楽」の各部門の中から、独創性に富み、企画・内容・技法
が総合的に優れている65公演が最終審査され、最優秀賞ほ
か各賞が決定した。審査には、関西の著名な芸術家や文化
人、ジャーナリストがあたった。
　各分野を通じてもっとも優れた成果をあげた公演に贈られる
最優秀賞は、相愛大学教授でヴァイオリニストの小栗まち絵さ
んに決定。昨年7月にいずみホール（大阪市中央区）で開催し
た「いずみシンフォニエッタ大阪・第37回定期演奏会」での
演奏が、「豊穣な音色、歌心に満ちたフレージング。精神性や
感情を音楽として伝える強烈な集中力で、時代を問わない音
楽の普遍的な美しさと緊張感、親密性を会場に呼び覚まし、
現代とルネサンス期をつなげて深い感動をもたらした」と高く評
価され、相愛大学に30年以上勤め、大阪での音楽教育に長
年尽くした功績も讃えられた。
　今年2月21日の贈呈式（リーガロイヤルNCB：大阪市北
区）で、新井純大阪府副知事から表彰を受けた小栗さんは、

「私の独奏で日本初演をしたジャックボディー作曲の『ミケラン

ジェロによる瞑想曲』は、私自身大変心を動かされた作品で、
試行錯誤して演奏した結果が評価されて光栄に思う。音楽
教育に務めてきたことも評価してくださり、とても嬉しい」と喜
びを語った。
　関西・大阪21世紀協会は、大阪文化祭賞を芸術・文
化分野における人材の発掘や育成、交流事業の一環として
重視し、受賞者の記念公演を主催するなどアピールに努めて
いる。また、受賞者の一層の励みとなるよう、副賞賞金や記念
盾も提供している。協会の堀井良殷理事長は贈呈式で、「昭
和38（1963）年に創設された大阪文化祭賞は、半世紀以
上にわたる歴史がある。優れた文化人、芸能人を輩出してき
た大阪で、今日、皆さんによってその歴史に新たな1ページが
加えられた。今後ますますのご活躍を祈念する」と、受賞者を
讃えた。

平成 28（2016）年度各賞受賞者と受賞公演

・小栗まち絵（ヴァイオリン）
   いずみシンフォニエッタ大阪 第37回定期演奏会における演奏

■最優秀賞（副賞50万円）

　    いもせやまおんなていきん

・「妹背山婦女庭訓」出演者一同（人形浄瑠璃文楽座）
   四月文楽公演 通し狂言「妹背山婦女庭訓」の舞台成果

・MONO（劇団）
                 まがたま
  「裸に勾玉」の舞台成果

■優秀賞（副賞15万円）

平成 28（2016）年度  大阪文化祭賞

小栗まち絵さんに最優秀賞を贈呈
小栗まち絵さん
（贈呈式にて）

受賞者（前列）と主催者および各部門の審査委員長（後列）

West meets East　愛の表現者たち

ヴァイオリニスト

受賞記念公演での小栗まち絵さん
大阪生まれ。1971年桐朋学園大学卒業。インディアナ大学アーテ
ィストディプロマ課程修了。1974～86年インターナショナル弦楽四
重奏団のメンバーとして欧米を中心に活動。インディアナ大学助教
授などを経て1986年帰国。2004年度エクソンモービル音楽賞、
2009年度大阪市市民表彰（文化功労部門）など受賞多数。現在、
いずみシンフォニエッタ大阪コンサート・ミストレス、相愛大学教授、
東京音楽大学特任教授。


